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1 はじめに 本研究では，GAME-HUBEX (Huaihe
Basin Experiment) の中心課題の一つであるメソス
ケール気象―水文結合モデルの開発に向け，陸面過

程モデル (SiBUC)を実行し中国淮河流域の水・熱収
支計算を行う．そのなかでより精度の高い水・熱収支

推定を行うために，モデルに依存しない気象メッシュ

データ作成法の構築と，農耕地における人為的操作

がモデルに及ぼす影響の評価の 2点に焦点を絞り考
察を進めた．

2 日射量メッシュデータの改善 物理モデルと衛

星画像 GMS5を用いて日射量データの精度改善を試
みた．本研究で適用したモデルはGautierら 2)によっ
て開発された物理モデルを用いた．このモデルの主

な特徴を以下に記す．

1. 可視画像 (VIS)と地表面の露点温度のみを用いる
2. 地表面や雲のアルベドは逆算により求める
3. 雲を考慮しないモデル (晴天モデル,図 1参照)と
雲を考慮したモデル (曇天モデル)を使い分けて
いる
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図 1： 晴天モデルの概念図

毎時間日射量データが存在する寿県において，モ

デルを用いて算出した日射量と観測値との RMSEを
計算したところ，75.1(Wm−2)であった．また筆者ら
が過去の研究において用いていた可照時間から求め

た毎時間日射量との比較も行ったところ，45(Wm−2)
程度の改善が見られた．そこで本手法を HUBEX領
域全体に適用し，メッシュデータを作成した．
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3 衛星データを用いた土地利用判別 本研究では

USGSが作成した土地利用データを用いているが，実
際は畑作地帯である淮河流域北部の土地利用も，水

田に判別しているなどの問題がある．そこでNOAA-
AVHRRのNDVIデータを用いて水田と畑地の判別を
行った．

淮河の周辺域において NDVIデータを調べたとこ
ろ，淮河中流域において明確な南北の差異が確認さ

れた (図 2参照)．以上の解析結果と現地における農業
形態から判断するに，畑地では冬小麦を中心とした

2毛作，水田では稲作の 1期作と裏作として一部に野
菜や油菜などが植えられていると推測できる．
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図 2： NDVIの時系列 (E116,5分メッシュ)

現在使用しているNDVIデータは，1年間に 36回の
データが存在する．本研究では第 6期から 14期まで
の平均値が 0.4以上，かつ第 15期から 19期のうち値
が低い 3つの期間の平均値が 0.275以下であるとき，
その領域にある 30秒メッシュの水田をすべて畑地に
変換した．

図 3：HUBEXの土地利用図 (変換後 2期作地帯を追加)
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一方，NDVIの南北の差異が判別しにくくなる東経
118度以東で，かつ淮河本流よりも南にある領域は，
米の 2期作の可能性があるので畑地への変換を行わ
ずに，畑作と判別された地域を新たに米の 2期作地
域に設定した (図 3参照)．

4 農耕地における灌漑用水量の推定 本研究では

安徽省の農業形態を参考にし，領域内に存在するす

べての農耕地を 4パターンに分類した．また中国全
土の農業需水量データ 3)から HUBEX領域に関係の
深いものを選び出し，農耕地ごとの灌漑用水の利用

サイクルを推定した．

1. 水田 (1期作)；菜種，単期水稲

2. 水田 (2期作)；早期水稲，晩期水稲

3. 畑地；冬小麦，夏大豆

4. 畑地；冬小麦，夏とうもろこし

また推定した灌漑用水量を与えて SiBUCを実行し
た．4ヶ月間に使用された灌漑用水量の分布を図 4に
示す．水田では畑地に比べ多量の灌漑用水が必要で

あることがわかる．

灌漑用水量 (in)

図 4： 4ヶ月間に使用された灌漑用水量分布 (単位;m)

5 灌漑を考慮した水・熱収支推定 推定した灌漑

用水量を与えて SiBUCを実行し，淮河流域において
熱収支推定を行ったところ，北部の畑作地帯におい

て南部の稲作地帯以上に潜熱が大きく算出された (図
5参照)．この理由としては，灌漑用水をモデルに与
えることによって畑地においても土壌水分が一定以

上に保たれていること，北部のほうが晴れの日が多

かったことから期間内の純放射フラックスが大きいこ

とが挙げられる．

次に SiBUCによって算出された値を用いて，淮河
中流の蛙埠を下流端とする領域で水収支推定を行っ

た (5/1～8/31)．流出量 (SiBUC)と灌漑用水量 (out)の
和を河川流量 (obs)と比べたところ非常によく一致し
た (図 6参照)．蛙埠上流域の土地利用は畑地と水田 (1
期作)が大部分を占め，モデルで算出した灌漑用水量

図 5： HUBEX領域の潜熱フラックス分布 (10日平均)

も流域平均 250mmとかなりの水量に達している．し
たがって今後の研究では，モデル内で与えた用水量

が実流域において実現可能かどうかを検証する必要

がある．

図 6：蛙埠上流域での SiBUCを用いた水収支推定 (灌
漑用水を考慮)

6 結論 本研究を通じて精度の高い気象強制力メッ

シュデータの作成と，より現実に即した水利用状態

をモデルに反映することが出来た．今後より精度の

高い灌漑の効果をモデルに組み込むことによって，更

に踏み込んだモデルとデータセットについての議論

が可能になることが期待できる．
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